２０２４年6年12月4日（木）、中国疾病対策センターおよび精華大学老齢社会研究センターの皆さまが当院を訪問されました。
今回の訪問は、WHO西太平洋地域事務局による「健康的な高齢化社会実現のための行動計画」および「日中韓積極なHealthy Agingの協力に関する共同宣言」に基づき、日本の高齢化対策に関する知見や実践例を共有し、国際連携を深めることを目的としています。
当日は、曽根院長より日本の高齢化社会の現状、地域包括ケアシステム、医療介護連携の推進施策、費用対効果評価制度などについて説明し、活発な意見交換が行われました。
また、今後開催予定の国際セミナーへの参加要請を受け、引き続き連携を深めていく意向が確認されました。
院は、これからも国内外のパートナーとの交流を通じ、健康的な高齢社会の実現に貢献してまいります。
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